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水 田 転 換 リ ン ゴ 園 の 土 壌 特 性

第 5報 苗木養成跡地におけるリンゴわい化樹の生育不良について
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水田転換リンゴ園において,苗木養成跡地に栽植された

千秋/M26の生育が,隣接する大豆畑跡地の樹に比べて

初年目から著しく劣っていたので (表 1),土壌化学性の

分析とリンゴ種子の発芽試験を行い,その原因を調べた。

また,苗木養成跡地の生育不良樹に対し,堆肥施用による

生育の回復についても検討した。

表 1 栽植 1年目の千秋 /M26の生育 (昭和
57年 10月 )

2試 験 方 法

ll)土壌の化学性

昭和57年 10月 に,苗木養成跡地と大豆畑跡地の列間から

それぞれ 0～ 20o,20～ 40m深で採土 し,pH,yl,CE
C,交換性塩基,無機態窒素,有効態リン酸を分析した。

2)リ ンゴ種子発芽試験
1)跡地土壌におけるリンゴ種子の発芽率と伸長量

昭和57年 10月 に採った供試土 (表 2)を ,上壌殺菌を行

わずに径115mの シャーレに200′ (風乾土 )入れ,種子

消毒をしない王林の種子,及びベンレートの湿粉衣により

消毒した種子を25粒ずつ播種した。土壌水分は最大容水量

の60%に調節した。最低 10℃～最高23℃ ,自然日長下の室

内で 3週間栽培後 ,発芽率と根の伸長量を調査した。

表 2 跡地土壌の化学性 (昭和57年 10月 ,列間 )

2)暗所栽培によるリンゴ種子の発芽試験
昭和63年 6月 に,苗木養成跡地と大豆畑跡地の樹冠 下か

ら採土し,鈴木 久保田の方法りに準じて試験を行った。
供試上50夕 (生土 )を200"容 トールビーカーに採り,土

壌殺菌処理 (蒸気殺菌 :1気圧30分間 )し たものと無処理

の土壌に,種子消毒をしたゴールデンデリシャスの種子を

10粒ずつ播き,回はパラフィルムで覆った。25℃の暗所で

3週間栽培後,発芽率,根の伸長量 ,発芽個体の枯死率を

調べた。試験は 2連で行った。

3)土壌pHが発芽種子の根の伸長に及ぼす影響
2)の試験と同じ供試土 (風乾土 )に炭酸カルシウムを,

0,10,25,50,75,100ワ /100夕 添加 し,そ れぞれの土

を300抱容培養フラスコに100′ ずつ入れ,土壌殺菌後に

播種した。栽培条件,期間等は2)と 同じ。土壌pHは発芽

試験終了後,培養土を測定した。

e)堆肥施用による生育回復試験
昭和58年春に,苗木養成跡地の樹に対してオガクズ入り

豚糞堆肥を 1樹当たり0, 3, 5, 7,10″ 施用した。処

理方法は,施用量の半量を樹冠の外周に埋め込み,残り半

量は樹冠下の表層と混和した。 1処理 4樹とし,その後経

時的に樹高,幹周,土壌化学性を調査した。

3 結果及び考察

ll)土壌の化学性

苗木養成跡地表層の上壌pHは 73と 高く,交換性Ca

含量も大豆畑跡地に比べて高かった (表 2)。 また,塩基

飽和度は100%を越えていたが,こ れは苗木養成時におけ

るケイカル 11/10● と熔 リン500● /10′ 施用によるも
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のであった。

2)リ ンゴ種子発芽試験
1)跡地土壌におけるリンゴ種子の発芽率と伸長量
種子消毒を行わない場合,発芽率では一定した傾向はな

かったが,根の伸長量は苗木養成跡地の方が少なかった。

また,種子消毒をすると伸長量に差は認められなかった。

2)暗所栽培によるリンゴ種子の発芽試験
土壌殺菌を行わない場合,3週間後にはD-2の 3個体
を除いてすべて枯死した。枯死するまでの根の伸長量は土

壌間で差は無かった。土壌殺菌を行った場合には枯死個体

は認められなかった (表 3)。 これらのことから, リンゴ

種子の発芽生長に対する微生物的な障害要因は,土壌間で

違いは無いものと考えられた。

表 3 晴所栽培によるリンゴ種子の発芽試験 (昭
和63年 )

13)堆肥施用による生育回復試験

生育に対する堆肥の施用効果は処理 1年 目から現われ ,

7″施用区は樹高で大豆畑跡地を上回った。施用 4年後で

も,樹高,幹周とも他の処理より優っていた (図 2)。 堆

肥施用量が増加するに従い,土壌pHは低下 し,塩基飽和

度も減少する傾向が認められ (表 4),こ れが生育の回復
につながったものと考えられる。

樹 高 幹 厠

図2 堆肥施用量とリンゴわい化樹の生育

表 4 堆肥処理後のpHと塩基飽和度の変化

3)土壌pHが発芽種子の根の伸長に及ぼす影響
土壌が中性～アルカリ性になると, リンゴ種子の根の伸

長は抑制される傾向がうかがわれた (図 1)。 ボット試験

で,褐色森林上の石灰飽和度が100%に なるとリンゴ樹の

生育が減退した例も認められており
1),苗木養成跡地にお

けるわい化樹の生育不良は土壌中の塩基過剰が原因と考え

られた。

苗木養成跡地  0～20"
苗木養成跡地 20～ 40"
大豆畑跡地   0～ 20"
大豆畑跡地  20～ 40"

図 1 土壌pHが発芽種子の根の
伸長に及ぼす影響

土壌化学性の分析及びリンゴ種子発芽試験の結果,苗木

養成跡地におけるリンゴわい化樹の生育不良は,土壌中の

塩基過剰が原因と考えられた。水日転換園は,転換当初は

塩基飽和度の高い土壌が多く
2),こ のような土壌に一度に

大量の石灰質資材を施用したこと力塩 基過剰を引き起こし

ていた。生育不良樹の生育回復には 1樹当たり7″程度の

堆肥施用が有効であった。
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